2015/5/23～24　第53回自治労はたらく女性の集会　
第4分科会「臨時・非常勤等職員の労働条件と組織化」
札幌市労　佐藤るみ子
TKP市ヶ谷カンファレンスセンターにて、「臨時・非常勤等職員の労働条件と組織化」について１４県本部、20名で第4分科会が行われました。
　始めに、助言者として福岡県本部の本多玲子さんより、アミカス嘱託職員ユニオンの紹介とその闘いについて、「福岡市男女共同推進参画センター『アミカス』の相談員を20年間行っている。毎日２～３件のDV（ドメスティックバイオレンス）の相談業務を行っている。専門性のある仕事のキャリアを積んだ職員がなぜ5年で雇い止めされるのか？と思い組織化した。自治体における臨時・非常勤等職員は3人に一人で非正規公務員の約7割が女性である。地公法、パート労働法、労働契約法から適用除外とされ守られる法律がなく、年収は200万以下で3年もしくは5年の雇用年限がある。総務省は『新たな職に再度雇用した』との考えだが、5年のスキルがあっても初めて採用試験を受ける人と同じ試験を受けさせることは働くプライドとやる気をなくさせる。また雇い止めは財産の流出である。仲間づくりと処遇改善については　組合に入って目立つと上司から目を付けられて働きづらくなると思っている方がいるが、逆である。少しずつでもいいから話をすることの積み上げが大切ある」と話されました。
その後、福岡県本部みやま市職労の村井美和さんから、市立図書館司書として勤務していた職員が4年目で試験を受けさせられ不採用になったことをきっかけに、2013年25人で臨時・非常勤評議会を結成した。また、南部町職の戸室さんからは、保育職場で正規保育士3人臨時職員20人で業務を行っている。臨時職員から「検診で病気が見つかり2週間から1ヶ月休まなければなくなり、年休だけでは間に合わない、解雇になるのでは？」と相談を受け執行委員会にて「自分たちの処遇改善の要求はもちろんだが、臨時職員の要求もしていこう！」と確認し、まずは賃金アップを勝ち取った！などこれまでの取り組みについて報告がありました。
その後、参加者全員が自己紹介かねて現状と課題について話し合い、自分たちがしっかりと行動をし、改善していく事が大切である、正規と非正規の溝があるが、少しずつ話し合っていくなど、限られた時間の中活発な分科会となりました。
